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神
奈
川
県
内
の
２
７
１
の
商
店
街
を
掲
載
！

新
し
い
『
か
な
が
わ
商
店
街
ガ
イ
ド
』
が
完
成

商
連
か
な
が
わ
は
、
全
国
唯
一
の
商
店
街
を
中

心
と
し
た
公
益
社
団
法
人
と
し
て
、
広
く
一
般
の

消
費
者
等
に
向
け
た
商
店
街
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

『
商
店
街
に
行
こ
う
in
神
奈
川

か
な
が
わ
商

店
街
ガ
イ
ド
』
を
作
成
し
た
。

こ
れ
は
従
来
１１
月
に
発
行
し
て
い
た
冊
子
を
大

幅
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
も
の
で
、
県
内
に
あ
る

２
７
１
の
商
店
街
（
会
）
を
、
会
員
非
会
員
を

問
わ
ず
全
て
写
真
入
り
で
掲
載
し
て
い
る
。

冊
子
は
１
５
０
ペ
ー
ジ
弱
。
内
容
と
し
て
は
、

商
店
街
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
最
寄
駅
等
々
の
紹
介

で
、
特
に
、
各
々
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
の
充
実
を
は

か
っ
た
。
こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
見
れ
ば
、
商
店

街
で
ど
の
月
に
ど
ん
な
イ
ベ
ン
ト
を
し
て
い
る
の

か
が
簡
単
に
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
や
Ｐ
Ｒ
な
ど
も
多
彩
で
、
商
店

街
の
楽
し
さ
を
演
出
し
て
い
る
。

掲
載
さ
れ
た
商
店
街
、
ま
た
会
員
の
商
店
街
に

配
布
。
行
政
や
消
費
者
団
体
な
ど
様
々
な
公
益
的

団
体
に
配
布
を
行
っ
た
。
ガ
イ
ド
が
商
店
街
へ
の

来
客
を
促
進
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

商
店
街
ガ
イ
ド
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

商
連
か
な
が
わ
事
務
局
ま
で
。

０
４
５－

６
３
３－

５
１
８
４

かかななががわわ商商店店街街新新聞聞
●発行所：公益社団法人 商連かながわ 〒231-0015 横浜市中区尾上町 5-80 神奈川中小企業センター3F Tel.045-633-5184

●発行人：和田義盛 ●年5回発行 1部：200円/年間：1,000円

東日本大震災により
被災した商店街に
義援金を送ります

３月１１日に発生した東日本大
震災について大地震とともに大
津波が発生、さらに原子力発電
所の事故になどが重なり、東北
関東地方において甚大な被害が
もたらされています。
大きな被害を受けた商店街も

数多く、これから復興に向けて
困難な歩みが予想されるため、
商連かながわでは同胞として、
被災地の商店街に復興の一助と
なるべく義援金を拠出すること
にいたしました。

（拠出の結果等については、本
紙６月号及びホームページでお知
らせします）

商連かながわの
23年度事業を紹介
横浜市商連が、テレビ番組や
コロッケ人気投票など
湯河原町の玄関口
湯河原駅前通り明店街

事業紹介

商連の新事業

商店街のいま

３

９

７

商連の新事業

厚木市商連が、
Yahoo! ショッピングに出店

６

h t t p : / / w w w . k e n s h o r e n . c o m /

342
No．
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相談指導・支援事業調査研究事業

「商店街の地域連携を後押しします！」
商店街地域連携事業：商店街に協力す
る NPO、大学などをネットワーク化、
商店街の地域連携事業を支援します。

「商店街に専門家を派遣します！」
商店街総合相談事業：商店街・個店等
の抱えている身近な問題についてコン
サルタント等を派遣し相談に応じま
す。

「商店街の課題や実態を調べます！」
商店街実態調査事業：商店街の現状と問題点を探り、行
政への要望等に用いるアンケート調査「商店街実態調査」
を９月に行い、報告書を作成します。

「会員から生の意見を集めて情報共有します！」
動向調査事業：その時の話題となっている適時適切な
テーマについて、県内商店街の個店経営者などの会員か
らインターネットを通じたアンケート調査、意見聴取を
行い、商店街活動への参考情報を提供します。

「行政や各地の商店街支援団体と連携します！」
神奈川県商店街支援会議や、各行政機関などと連携を深
めます。また、各地区商連の事務局と情報交換・企画会
議のための会議を開催します。

商連かながわ
２３年度
事業概要

情報提供事業

「商店街でがんばる人た
ちの事例などを紹介しま
す！」
新聞発行等情報提供事
業：「かながわ商店街新
聞」（年５回）やメール
マガジン、ホームページ
を通じて広報活動を行い
ます。

「県内の商店街を紹介し
ます！」
商店街ガイド作成事業：
商店街の各種情報を消費
者等に分かり易く紹介す
る冊子を発行します。

「商店街組織への加盟
を呼びかけます！」
組織強化・会員拡大事
業：全国展開企業、商
店街等に商店会組織加
入を呼びかけます。

「商店街への共済事業
を行います！」
共済促進事業：各種購
入キャンペーン、保険
の促進を図ります。

★当団体は、全国唯一の商店街
を中心とした公益社団法人とし
て、広く一般にも開かれた団体
運営を目指します。
★今年度は、動向調査事業など
を通じて商店街の情報を集め、
商店街の活性化のために配信し
ていきます。

普及啓発事業

「大型店と情報交流します！」
地域商業振興研修会：大型店等との交流会を、５
月に開催します。

「素晴らしい商業者や商店街などを表彰します！」
表彰事業・コンクール事業：商店街役員や優良従
業員等の表彰（１月）、または各地域の商店街コ
ンクール等で優秀作品等を表彰します。通年実
施。

「商店街をＰＲします！」「行政へ要望します！」
商店街キャンペーン等事業：商店街の活動や必要
性、要望などをＰＲします。「行政等に対する要
望活動」（１０月）や、「商店街振興キャンペーン」
を行います。

「商店街の人材を育てます！」
人材育成事業・情報交流会：商業経営者、商店街
役員等を講師にした実践的な講演会や地域交流及
び情報交換会を開催します。

かながわ商店街新聞 平成23年4月号 No．342 2
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神奈川県では平成２３年度から従来の商店街振興に係る補助制度を「地域商業まちづくり総合支援事業」と
してリニューアルしました。
地域コミュニティの拠点として重要な役割を担う商店街の活性化に向けて、地域と一体となったまちづく
りの取組みに対しソフト・ハードの両面から総合的な支援を行うとともに、次代のまちづくりを担う商業人
材を育成するため、平成２３年度に次のような事業を行います。

◆地域と一体となったまちづくりの取組みへの支援◆ 地域商業まちづくり総合支援事業費補助
商店街団体、商工会・商工会議所、商業者グループ、ＮＰＯ 等

（１）まちのにぎわいを演出する交流拠点づくり
（２）まちの回遊性を高めるシステムづくり
（３）地域資源を活用したまちの特色づくり
（４）環境の整備・保全又は資源の再利用の促進
（５）高齢者や障害者が利用しやすいまちづくり
（６）商店街の安全安心なまちづくり
（７）子育て世帯にやさしいまちづくり
（８）地域団体との連携による商店街コミュニティ機能強化
（９）複数商店街の活性化のための広域的な事業
※上記に限定するものではなく、オリジナリティ溢れる活動を支援します。

下記①～③のいずれかの金額のうち、一番低い額が上限額となります。
①補助対象事業費の１／３以内
②単年度1,000万円以内（３ヵ年合計2,000万円以内）
③市町村からの金銭的支援の合計額

県商業流通課商業まちづくりグループ ＴＥＬ ０４５－２１０－５６１２

◆専門家の派遣とアドバイス◆ アドバイザー派遣制度
商店街団体（法人、任意）商店街活動研究グループ、まちづくり組織 等

商店街が取り組む以下の事業に対して、各分野の専門家を派遣します。
・商業活性化を基礎としたまちづくり活動
・商店街活性化のビジョンづくり
・イベント事業の計画作り
・環境や福祉関連事業の計画づくり 等

中小企業診断士など県の商業、商店街の状況に詳しい方

応相談

県商業流通課商業まちづくりグループ ＴＥＬ ０４５－２１０－５６１２

◆商業者のグループづくりを支援◆ 若手商業者連携促進事業
既存の商店街組織をこえた商業者を中心としたグループ

「あきんど塾」など既存の商店街組織をこえて、若手商業者が様々なまちづくり活動に
取り組もうとする際に、そのグループのたち上げから、実際の事業実施に至るまでのき
め細かい支援を、コーディネーターの派遣等により実施します。

中小企業診断士など県の商業、商店街の状況に詳しい方

１グループにつき、１年度あたり20日以内

県商業流通課商業まちづくりグループ ＴＥＬ ０４５－２１０－５６１２

対 象 者

補 助 対 象 事 業

補助率および上限額

問 い 合 わ せ 先

対 象 者

内 容

ア ド バ イ ザ ー 等

派 遣 回 数

問 い 合 わ せ 先

対 象 者

内 容

コーディネーター

派 遣 回 数

問 い 合 わ せ 先

3 かながわ商店街新聞 平成23年4月号 No．342



旗で出来た有料広告を
街路灯に吊るすことについて

賛成
85％

反対
15％

相
模
原
市
商
連
と
共
同
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

イ
ベ
ン
ト
来
場
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

﹇
潤
水
都
市
さ
が
み
は
ら
フ
ェス
タ
﹈

商
連
か
な
が
わ
は
、
昨
年
１１
月
２０
日
に
相
模
原

市
で
開
催
さ
れ
た
「
潤
水
都
市
さ
が
み
は
ら
フ
ェ

ス
タ
」
に
参
加
し
、
相
模
原
市
商
連
と
と
も
に
県

内
商
店
街
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
た
。

そ
れ
と
共
に
イ
ベ
ン
ト
来
場
者
に
対
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
結
果
は
次
の
通
り
。

【
調
査
概
要
】

調
査
対
象：

潤
水
都
市
さ
が
み
は
ら
フ
ェ
ス
タ

に
参
加
し
た
一
般
消
費
者

調
査
方
法：

回
答
者
本
人
が
、
直
接
ア
ン
ケ
ー

ト
用
紙
に
記
入

調
査
日：

平
成
２２
年
１１
月
２０
日
（
土
）

回
収
数：

１９７
票

【
集
計
結
果
概
要
】

①
回
答
者
の
概
要

男
性：

７７
人
（
３９
％
）
女
性：

９５
人
（
４８
％
）

３０
代
以
下：

３４
人
（
１８
％
）

４０
代
〜
５０
代：

３６
人
（
１８
％
）

６０
代
以
上：

９８
人
（
４２
％
）

②
回
答
内
容
（
一
部
抜
粋
）

﹇
質
問
﹈
普
段
の
買
い
物
は
ど
こ
で
し
て
い
ま
す

か
？

ス
ー
パ
ー：

１８５
人
（
９４
％
）

個
人
の
お
店：

１１
人
（
６
％
）

﹇
質
問
﹈
街
路
灯
は
商
店
街
が
持
っ
て
い
る
こ
と

を
ご
存
じ
で
す
か
？

知
っ
て
い
る：

９７
人
（
４９
％
）

知
ら
な
い：

９７
人
（
４９
％
）

﹇
質
問
﹈
電
気
代
な
ど
の
維
持
費
を
商
店
街
が
出

し
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
？

知
っ
て
い
る：

６６
人
（
３４
％
）

知
ら
な
い：

１３１
人
（
６６
％
）

﹇
質
問
﹈
街
路
灯
の
維
持
費
を
出
す
た
め
に
、
旗

で
で
き
た
有
料
広
告
を
街
路
灯
に
吊
る
す
こ
と

を
ど
う
思
い
ま
す
か
？

賛
成：

１６６
人
（
８５
％
）

反
対：

３１
人
（
１５
％
）

【
ま
と
め
】

・
普
段
の
買
い
物
に
つ
い
て
は
、
約
９
割
が
ス
ー

パ
ー
を
利
用
。
と
く
に
１０
代
〜
５０
代
ま
で
は
、

ほ
ぼ
１０
割
が
ス
ー
パ
ー
を
利
用
。

・
商
店
街
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
約
７
割
が
参
加
、
と

く
に
１０
代
と
７０
代
の
８
割
が
行
く
と
回
答
。

・
街
路
灯
の
電
気
代
を
商
店
街
が
出
し
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
は
約
６
割
が「
知
ら
な
い
」と
回
答
。

・
有
料
広
告
を
街
路
灯
に
つ
る
す
こ
と
に
つ
い
て

は
、
８
割
以
上
が
賛
成
と
回
答
し
た
。

厚
木
市
商
連
が
、
ヤ
フ
ー
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ス
ト
ア
に
出
店

会
員
商
店
の
商
品
の
販
売
を
代
行

一
般
社
団
法
人
と
な
っ
た
厚
木
市
商
連
が
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
大
手
の
ヤ
フ
ー
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
に
出
店
し
会
員
商
店
の
商
品
を
販
売
し
始
め

た
。
１
月
２４
日
に
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
「
シ
ョ
ッ
プ

厚
木
ヤ
フ
ー
店
」
を
オ
ー
プ
ン
し
、
３
月
末
現
在

で
６
店
の
商
品
５２
点
を
販
売
し
て
い
る
。
商
店
会

連
合
会
と
し
て
の
ヤ
フ
ー
へ
の
出
店
は
全
国
初
の

事
例
と
な
る
。

現
在
、
個
店
で
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
を
始
め
る
に

は
、
ヤ
フ
ー
な
ど
の
通
販
サ
イ
ト
に
出
店
す
る
方

法
と
、独
自
に
作
成
す
る
方
法
の
二
通
り
が
あ
り
、

い
ず
れ
に
し
て
も
Ｈ
Ｐ
の
作
成
や
支
払
い
の
手
続

き
な
ど
様
々
な
準
備
と
費
用
が
必
要
に
な
る
。
今

回
は
市
商
連
が
出
店
の
手
続
き
や
経
費
を
一
部
負

担
す
る
こ
と
で
、
会
員
商
店
が
気
軽
に
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
プ
に
挑
戦
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し

た
。他

に
も
、
商
連
と
し
て
出
店
す
る
こ
と
で
、
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
商
品
を
出
品
で
き
、
ネ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
プ
の
魅
力
増
に
つ
な
が
り
、
ま
た
お
中

元
や
お
歳
暮
の
時
に
は
集
中
出
店
で
き
る
と
い
う

利
点
が
あ
る
。

気
に
な
る
費
用
は
、
個
店
は
月
八
千
円
。
こ
れ

は
出
店
料
と
、
ヤ
フ
ー
に
お
い
て
定
期
的
に
必
要

に
な
る
広
告
掲
載
料
を
含
ん
だ
額
と
な
る
。

市
商
連
と
し
て
は
基
本
の
月
額
利
用
料
が
約
二

万
円
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
プ
ラ
ン
で
出
店
し
て
い
る
の

で
、
も
し
個
店
で
出
店
し
て
い
れ
ば
、
こ
の
費
用

や
様
々
な
経
費
を
負
担
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
う
。

売
上
げ
は
ま
だ
少
な
い
が
、
着
実
に
伸
び
て
き

て
き
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
、
少
々

調
子
を
狂
わ
さ
れ
た
が
、
市
商
連
で
は
徐
々
に
運

営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
身
に
つ
け
つ
つ
あ
る
と
い
う
。

今
後
の
課
題
と
し
て
大
き
い
の
は
、
お
客
に
か

か
る
配
送
料
の
問
題
だ
。
現
在
、
注
文
を
受
け
る

と
各
店
に
連
絡
が
い
き
即
日
配
送
す
る
仕
組
み
な

の
で
、
一
人
の
お
客
が
複
数
の
店
の
商
品
を
購
入

し
た
場
合
、
複
数
の
配
送
料
が
か
か
っ
て
し
ま
う

の
で
あ
る
。
お
客
に
は
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
一
店
で

購
入
し
て
い
る
の
に
、
配
送
料
が
複
数
か
か
る
の

が
非
合
理
的
に
見
え
る
の
だ
。
今
後
は
近
い
店
で

ま
と
め
配
送
を
し
た
り
、
宅
配
業
者
と
の
総
括
契

約
な
ど
を
考
え
て
い
る
。

多
く
の
出
店
者
が
集
ま
れ
ば
、
そ
の
分
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
プ
の
魅
力
が
高
ま
る
し
、
効
果
的
な
広
告

も
打
て
る
。
ま
た
、
ヤ
フ
ー
は
中
国
の
通
販
大
手

と
提
携
し
て
い
る
た
め
、
出
店
す
れ
ば
自
動
翻
訳

で
中
国
の
ネ
ッ
ト
モ
ー
ル
「
淘
日
本
（
タ
オ
ジ
ャ

パ
ン
）」
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
日
本
全

国
さ
ら
に
は
中
国
、
全
世
界
へ
。
厚
木
市
商
連
は

ネ
ッ
ト
で
厚
木
の
魅
力
を
発
信
し
続
け
て
い
く
。
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★
横
浜
市

和
田
駅
前
商
店
街
で
水
耕
栽
培
の
野
菜
を
販
売

★
横
浜
市

大
倉
山
公
園
で
観
梅
会

★
横
須
賀
市

追
浜
商
店
街
で
マ
ル
シ
ェ
を
開
催

★
相
模
原
市

相
模
原
市
の
商
店
街
で
一
斉
に
ま
ち
を
清
掃

か
な
が
わ
商
店
街
★
地
域
情
報

横
浜
建
設
業
協
会
と
和
田
駅
前
商
店
街
と
の
連

携
事
業
に
よ
り
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
し
て
野

菜
の
水
耕
栽
培
が
始
ま
っ
た
。
こ
れ
は
室
内
で
野

菜
を
育
て
る
仕
組
み
で
、
建
設
業
に
従
事
す
る
若

手
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
事
業
が
進
ん
で
い
る
。

２
月
５
日
に
同
商
店
街
に
あ
る
協
会
の
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
わ
っ
か
」
で
リ
ー
フ
レ
タ
ス
が
販

売
さ
れ
た
。
試
食
を
勧
め
る
と
な
か
な
か
良
い
評

判
で
こ
の
日
は
完
売
し
た
。
わ
っ
か
で
は
毎
週
金

曜
日
、
地
元
農
家
の
野
菜
の
直
売
を
行
っ
て
い
る

が
、
水
耕
栽
培
で
採
れ
た
新
鮮
な
リ
ー
フ
レ
タ
ス

や
サ
ラ
ダ
菜
は
毎
日
販
売
し
て
い
る
。
詳
し
く
は

ブ
ロ
グ
「
わ
っ
か
・
か
ふ
ぇ
」（http

://w
w
w
.

hesochiku.com
/w
akka/

）
ま
で

２
月
１９
日
、
２０
日
に
大
倉
山
公
園
で
「
第
２３
回

大
倉
山
観
梅
会
」
が
開
か
れ
た
。
主
催
は
、
大
倉

山
商
店
街
関
係
者
等
で
つ
く
る
大
倉
山
観
梅
会
実

行
委
員
会
。
保
育
園
児
や
小
学
生
が
合
唱
、
踊
り

を
披
露
し
、
大
倉
山
商
店
街
な
ど
か
ら
は
露
店
が

出
さ
れ
た
。

大
倉
山
商
店
街
に
あ
る
「
タ
ウ
ン
カ
フ
ェ
ミ
エ

ル
」
で
は
、
は
ち
み
つ
や
は
ち
み
つ
石
け
ん
、
大

倉
山
ス
ト
ラ
ッ
プ
等
を
販
売
し
た
。
今
年
は
例
年

よ
り
比
較
的
早
め
の
開
花
で
あ
り
、
多
く
の
人
が

美
し
い
梅
林
を
眺
め
な
が
ら
一
足
早
い
春
を
楽
し

ん
だ
。

４
月
１７
日
に
追
浜
駅
前
の
「
銀
座
通
り
Ｂ－

１

広
場
」
で
「
お
っ
ぱ
ま
夢
マ
ル
シ
ェ
」
が
開
催
さ

れ
た
。
焼
き
鳥
体
験
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
か

れ
た
り
、
手
作
り
の
ア
ク
リ
ル
た
わ
し
、
コ
ー
ス

タ
ー
な
ど
が
販
売
さ
れ
た
。
近
隣
の
居
酒
屋
は
惣

菜
を
並
べ
、
酒
屋
は
子
ど
も
た
ち
に
向
け
て
全
国

の
ご
当
地
ジ
ュ
ー
ス
を
販
売
し
た
。
追
浜
名
物
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
「
か
め
ん
バ
ー
ガ
ー
」
も
登

場
し
、対
面
販
売
な
ら
で
は
の
賑
わ
い
を
見
せ
た
。

主
催
は
「
追
浜
活
性
化
委
員
会
」
で
あ
り
、
今

後
も
毎
月
第
三
日
曜
日
に
開
催
す
る
予
定
。
発
案

者
で
同
委
員
会
の
代
表
を
務
め
る
下
澤
敏
也
さ
ん

は
「
今
後
、
開
催
場
所
を
増
や
し
て
い
き
、
お
客

さ
ん
が
追
浜
を
巡
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。
詳
し

く
は
ツ
イ
ッ
タ
ー
（http://tw

itter.com
/

oppam
ayum

e
）
で
。

３
月
１６
日
に
「
第
６
回
さ
が
み
は
ら
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
大
作
戦
」
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
は
相
模

原
市
商
店
街
地
域
貢
献
活
動
推
進
協
議
会
の
主
催

に
よ
る
も
の
で
、
市
内
商
店
街
で
決
ま
っ
た
日
に

一
斉
に
清
掃
活
動
を
行
う
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。

東
日
本
大
震
災
の
影
響
も
あ
り
、
開
催
す
る
商

店
街
は
減
っ
た
が
、
約
３０
の
商
店
街
が
実
施
に
踏

み
切
っ
た
。協
議
会
代
表
の
武
内
英
雄
会
長
は「
こ

の
よ
う
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
地
域
貢
献
を
し
な
く

て
は
」
と
、
活
動
の
意
義
を
話
し
て
く
れ
た
。

清
掃
活
動
に
は
商
店
や
従
業
員
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
自
治
会
や
老
人
会
な
ど
の
人
た
ち
も
参
加

し
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
。

買い物に出にくい高齢者を救う厚木市で、団地へ移動販売の実証実験
厚木市王子の県営文郷山団地にて、商店の有志が「木曜マーケット！ 楽・得ショップ」という青空市を開催した。
近くにお店が無くなり買い物に困っている住民を支援する為の取組みであり、厚木市による実証実験。２月～３月の２か月間、毎
週木曜日に精肉、魚、パン、豆腐などの販売店１０店が交代で出店した。
団地には２１８世帯が居住し、高齢化率は３３％。エレベータのない建物は高齢者には負担になるという。
そのため、短い１時間の間に周辺の団地からも多くの客が集まってくる。自治会長の友野利雄さ
んは「今までは自分が個人的に買い物を代行していた。こうして来てもらえると本当に助かる」と
話していた。
しかし商店側としても人手を割かれるなど、負担は大きい。出店者のリーダーの富塚裕之さん（豆
腐製造小売）は「手間などのコストを考えれば売上が足りない店が多い。これをどうにかしなけれ
ば」と、今後の課題を話してくれた。
木曜マーケットの PR は行政が行い集客をはかっているが、住民からのニーズに応え続けてい
くためには、参加商店の負担をいかに減らすかがカギとなる。

「弊財団の解散及び年金共済制度払込終了」のお知らせ
「商店街振興年金共済制度」ご加入者の皆様へ

永年同共済制度にご加入いただき誠にありがとうございます。
弊財団は平成２５年１１月末までに解散することに決定いたしました。
これに伴いまして、「商店街振興年金共済制度」も平成２４年３月末をもちまして廃止することと致しました。なお、掛け金のお
払込受付は平成２３年７月口座振替（８月分）をもちまして終了とさせていただきます。
各お手続き等の詳細につきましては、下記フリーダイヤルまたは、弊財団宛にご紹介いただきますようお願い申し上げます。

［お問い合わせフリーダイヤル］（制度委託会社） 財団法人神奈川県中小企業振興財団
三井生命コールセンター 横浜市神奈川区鶴屋町2丁目25-2
電話：0120-223-317 電話：045-312-5186 FAX：045-312-5173
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「被災地支援と税金」

メ
デ
ィ
ア
を
使
っ
て
一
般
消
費
者
に
ア
ピ
ー
ル

横
浜
市
商
連
が
テ
レ
ビ
番
組
な
ど
新
企
画
へ

横
浜
市
商
連
が
２３
年
度
に
向
け
て
メ
デ
ィ
ア
を

使
っ
た
新
企
画
を
三
つ
も
打
ち
出
し
た
。
多
く
の

一
般
消
費
者
に
横
浜
の
商
店
街
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

た
め
に
攻
勢
を
か
け
る
。

【
ｔ
ｖ
ｋ
の
テ
レ
ビ
番
組
「
ハ
マ
歌
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
」】

４
月
か
ら
ｔ
ｖ
ｋ
（
テ
レ
ビ
神
奈
川
）
で
放
送

さ
れ
る
「
ハ
マ
歌
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
」
と
い
う
番
組
を
、

横
浜
市
商
連
が
メ
イ
ン
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
っ
て
放

送
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

番
組
の
内
容
は
大
き
く
三
つ
に
分
か
れ
て
お

り
、
最
初
に
「
カ
ラ
オ
ケ
コ
ー
ナ
ー
」
と
し
て
、

各
区
ご
と
に
選
出
さ
れ
た
歌
自
慢
の
人
た
ち
が
区

の
王
座
を
か
け
て
歌
を
競
う
も
の
。
こ
れ
は
最
終

的
に
各
区
王
者
が
一
同
に
会
し
、
セ
ミ
フ
ァ
イ
ナ

ル
、
フ
ァ
イ
ナ
ル
を
経
て
年
間
王
者
が
決
定
す
る

こ
と
に
な
る
。

二
つ
目
は
「
商
店
街
探
検
隊
（
仮
称
）」
だ
。

各
区
の
名
物
商
店
街
や
名
物
店
を
中
心
に
、
区
の

特
色
や
名
所
な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら
、
商
店
街
を

探
索
し
て
い
く
と
い
う
内
容
を
予
定
し
て
い
る
。

最
後
に
「
ゲ
ス
ト
コ
ー
ナ
ー
」
と
し
て
、
毎
回

ゲ
ス
ト
歌
手
と
番
組
一
押
し
歌
手
が
登
場
し
歌
を

披
露
す
る
。

隔
週
水
曜
日
放
送
で
、
午
前
１０
時
か
ら
の
３０
分

番
組
。
４
月
６
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
全
２６
回
放

送
の
予
定
だ
。

【
ガ
チ
で
う
ま
い
横
浜
の
商
店
街
コ
ロ
ッ
ケ
Ｎ
Ｏ・

１
決
定
戦
「
ガ
チ
コ
ロ
！
」】

こ
れ
は
、
横
浜
市
内
の
商
店
街
で
製
造
販
売
さ

れ
て
い
る
コ
ロ
ッ
ケ
や
コ
ロ
ッ
ケ
を
使
用
し
て
い

る
商
品
に
つ
い
て
、
消
費
者
に
よ
る
人
気
投
票
を

行
う
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん

商
店
街
に
集
客
を
は
か
る
こ
と
が
目
的
だ
。

２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
１
か
月
で
募
集
し
た

様
々
な
コ
ロ
ッ
ケ
お
よ
び
コ
ロ
ッ
ケ
を
使
用
し
た

商
品
が
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
、
市
商
連
が
冊
子
を
作

成
し
広
く
配
布
す
る
。

そ
し
て
６
月
３
日
か
ら
９
月
３０
日
ま
で
が
一
般

消
費
者
に
よ
る
ハ
ガ
キ
で
の
投
票
期
間
と
な
り
、

上
位
者
を
懸
賞
す
る
。
投
票
促
進
の
た
め
、
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
設
定
す
る
予
定
だ
。
受
賞
商
品
は
１１
月

に
発
表
予
定
だ
。

【
各
区
に
女
性
コ
ー
ラ
ス
隊
を
結
成
】

「
半
径
５
メ
ー
ト
ル
物
語
」
で
有
名
な
歌
手
、

秦
万
里
子
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
商
店
街
の
お
か

み
さ
ん
た
ち
や
地
域
消
費
者
の
女
性
た
ち
と
と
も

に
各
区
に
女
性
コ
ー
ラ
ス
隊
を
立
ち
上
げ
て
い
く

と
い
う
も
の
。
歌
を
通
じ
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
創
出
を
目
的
に
し
て
い
る
。

結
成
し
た
コ
ー
ラ
ス
隊
は
秦
万
里
子
さ
ん
の
指

導
を
受
け
て
も
ら
う
ほ
か
、
全
１８
区
で
開
催
さ
れ

る
秦
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
も
出
演
し
て
も
ら
う

こ
と
に
な
る
。
な
お
９
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
の

予
定
で
、
参
加
者
に
つ
い
て
は
６
月
頃
か
ら
募
集

を
開
始
す
る
。

「小さなお店の節税対策～賢く得をするには～」①

Q 東北地方太平洋沖地震に係る義援金を支出した場合の税金について
教えて下さい。

A 次のような義援金を支出した場合には、個人は寄付金控除の対象と
なり法人は全額損金算入する事ができます。その結果、個人及び法人の
支払う税金が安くなります。

① 国又は地方公共団体に対して直接寄附した義援金等
② 日本赤十字社の「東北関東大震災義援金」口座へ直接寄附した義援金、

新聞・放送等の報道機関に対して直接寄附した義援金等で最終的に国
又は地方公共団体に拠出されるもの

③ 社会福祉法人中央共同募金会の「各県の被災者の生活再建のための義
援金」として直接寄附した義援金等

④ 社会福祉法人中央共同募金会の「地震災害におけるボランティア・
NPO 活動支援のための募金」（平２３．３．１５ 財務省告示第８４号）とし
て直接寄附した義援金等

⑤ ①から④以外の義援金等のうち、寄附した義援金等が、募金団体を通
じて、最終的に国又は地方公共団体に拠出されることが明らかである
もの

Q 前記にあたる義援金を寄付した場合、税金を安くなる恩恵を受ける
ためには具体的にどのような手続きが必要でしょうか？

A 個人で寄付した場合、確定申告書に寄附金控除に関する事項を記載
するとともに、義援金等を寄附したことが確認できる書類（例えば、国
や地方公共団体の採納証明書、領収書、募金団体が発行する預り証など）
を確定申告書に添付する必要があります。法人で寄付した場合、確定申
告書の別表１４（２）に寄附した義援金等に関する事項を記載し、義援金等
を寄附したことが確認できる書類を保存する必要があります。

Q 義援金ではなく自社製品を被災者に提供しようと思いますが税金と

の関係を教えて下さい。

A 法人が不特定又は多数の被災者を救援するために緊急に行う自社製
品等の提供に要する費用は全額損金の額に算入されます。

Q 取引先に対して災害見舞金を送りたいのですが損金になるでしょう
か？

A 法人が、被災前の取引関係の維持・回復を目的として、取引先の復
旧過程においてその取引先に対して行った災害見舞金の支出、事業用資産
の供与等のために要した費用は、損金の額に算入されます。また、復旧支
援を目的として売掛金、貸付金等の債権を免除する場合には、その免除す
ることによる損失は損金の額に算入されます。

Q 何か他に被災地を支援する方法はありませんか？

A 節税効果の高い方法として「ふる
さと納税」制度があります。一定の限
度枠はありますがこの制度を利用する
と被災地の自治体へ支出した義援金と
ほぼ同等の金額を節税することが出来
ます。義援金等を支出する際にどれだ
け節税になるかを考えるのは不謹慎だ
と思いますが、節税できるであろう金
額をあらかじめ考慮することにより、
結果として支出する義援金の金額が増
えるのであれば積極的に考慮すべきで
はないでしょうか。

公認会計士・税理士・行政書士 河野貴浩 info@kono-cpa.com

�

�

�

�

かながわ商店街新聞 平成23年4月号 No．342 6



（
湯
河
原
町
）

│
│
自
由
な
発
想
で
温
泉
の
街
を
ア
ピ
ー
ル
│
│

……………………………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… …………………………

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

湯
河
原
駅
前
通
り
明
店
街

温
泉
の
街
、
湯
河
原
町
の
玄
関
口
と
な
っ
て
い
る
商
店
街
。
そ
れ
が
湯
河
原
駅
前
通
り
明
店
街
で

あ
る
。
観
光
客
は
も
と
よ
り
、
地
元
の
お
客
も
数
多
く
訪
れ
る
町
の
中
心
地
だ
。

そ
ん
な
温
泉
街
に
、
こ
こ
数
年
、
元
気
な
若
手
経
営
者
た
ち
が
現
れ
、
商
店
街
に
加
わ
っ
て
き
た
。

世
代
を
超
え
た
会
員
の
交
流
は
、
各
々
の
刺
激
と
な
り
、
商
店
街
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
老
朽
化
し
た

ア
ー
ケ
ー
ド
の
問
題
に
つ
い
て
も
真
剣
に
取
り
組
み
始
め
て
い
る
。

◎
ア
ー
ケ
ー
ド
を
改
修
か
、
撤
去
か

駅
前
通
り
明
店
街
は
、
戦
後
ま
も
な
い
頃
、
払

い
下
げ
の
電
灯
を
貰
っ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
自

分
た
ち
で
手
作
り
の
街
路
灯
を
作
っ
て
商
店
街
と

し
た
の
が
ル
ー
ツ
な
の
だ
そ
う
だ
。

そ
の
名
の
通
り
、
明
店
街
は
街
路
灯
と
ア
ー

ケ
ー
ド
と
共
に
あ
っ
た
商
店
街
だ
。
湯
河
原
町
の

玄
関
口
と
し
て
の
役
割
を
担
う
た
め
、
高
度
成
長

期
に
協
同
組
合
を
設
立
し
ア
ー
ケ
ー
ド
を
整
備
し

た
。
組
合
は
１０
年
前
ほ
ど
に
解
散
し
た
が
、
ア
ー

ケ
ー
ド
は
何
度
も
改
修
を
重
ね
て
き
た
。

だ
が
、
会
員
店
舗
の
工
事
の
影
響
で
天
井
が
一

部
落
下
し
た
事
故
が
起
き
て
し
ま
い
、
そ
れ
が
新

た
な
契
機
と
な
っ
た
。

商
店
街
の
村
上
会
長
は
言
う
。「
会
費
の
あ
る

う
ち
に
、
さ
ら
に
改
修
を
し
て
大
事
に
使
う
か
、

撤
去
し
て
新
し
い
街
を
つ
く
る
か
選
択
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
で
す
」

商
店
街
の
メ
ン
バ
ー
は
昨
年
か
ら
会
議
を
行

い
、
浅
草
や
厚
木
の
東
町
商
店
街
な
ど
に
も
視
察

に
出
向
き
、
議
論
を
重
ね
て
き
た
。

◎
新
し
い
湯
河
原
の
玄
関
口
を
つ
く
る

そ
し
て
商
店
街
の
心
は
新
し
い
方
向
へ
と
向
か

い
始
め
た
。
古
い
ア
ー
ケ
ー
ド
を
取
り
除
き
、
新

し
い
明
店
街
を
つ
く
る
方
向
で
あ
る
。「
照
明
が

足
り
な
く
な
る
の
で
街
路
灯
の
新
し
い
デ
ザ
イ
ン

も
含
め
て
全
体
像
を
考
え
ね
ば
」
と
、
企
画
事
業

部
長
の
横
山
さ
ん
は
話
す
。
こ
れ
か
ら
２
年
ぐ
ら

い
か
け
て
検
討
を
進
め
て
い
く
つ
も
り
だ
。

商
店
街
の
会
員
数
も
最
盛
期
の
６
割
ほ
ど
に

な
っ
て
お
り
、
ア
ー
ケ
ー
ド
の
改
修
費
が
各
々
の

負
担
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。「
負
担

を
な
く
し
て
、
も
っ
と
違
う
魅
力
を
出
す
た
め
に

お
金
を
使
い
た
い
」
と
、
村
上
会
長
も
言
う
。

◎
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
を
盛
り
上
げ
る
「
軒
先
市
」
を

企
画
中

新
し
い
魅
力
を
打
ち
出
そ
う
と
、
皆
が
考
え
た

一
つ
の
案
が
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
閉
ま
っ
た
お
店
を

利
用
す
る
「
軒
先
市
」
だ
。
そ
の
軒
先
を
借
り
る

な
ど
し
て
、
個
人
が
趣
味
で
作
っ
た
作
品
の
展
示

や
販
売
（
個
展
）
が
出
来
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
い

つ
い
た
の
だ
。

す
な
わ
ち
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
前
の
僅
か
な
ス
ペ
ー

ス
に
棚
等
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
作
り
、
作
品
の
展

示
や
販
売
を
す
る
こ
と
で
商
店
街
を
ゆ
っ
く
り
歩

い
て
も
ら
お
う
と
い
う
こ
と
だ
。
ま
た
、
地
域
の

子
供
達
の
絵
を
飾
っ
た
り
す
る
こ
と
も
構
想
中

だ
。「
商
店
街
に
人
を
集
め
る
事
が
大
切
」
と
村

上
会
長
は
話
す
。

商
店
街
の
通
り
の
あ
る
県
道
を
合
法
的
に
使
う

イ
ベ
ン
ト
案
で
あ
り
、
ア
ー
ケ
ー
ド
の
検
討
を
し

つ
つ
取
り
組
む
予
定
で
い
る
。

◎
中
元
と
歳
末
に
は
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
を

何
年
も
前
か
ら
、
明
店
街
で
は
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
を
行
っ
て
き
た
。若
手
を
中
心
に
企
画
を
考
え
、

道
を
通
行
止
め
に
し
て
、
子
供
用
三
輪
車
を
使
っ

て
大
人
が
走
る
レ
ー
ス
大
会
や
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
の
付
い
た
ト
レ
ー
ラ
ー
を
呼
ん
だ
り
、
と
て

も
好
評
を
得
て
い
た
。

し
か
し
最
近
は
県
道
を
使
う
許
可
を
取
る
の
が

難
し
く
な
っ
て
き
た
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
を
中
元
と

歳
末
に
集
中
さ
せ
て
い
る
。
お
買
い
上
げ
に
応
じ

て
ガ
ラ
ポ
ン
を
回
し
て
も
ら
っ
た
り
、
ス
ク
ラ
ッ

チ
カ
ー
ド
を
進
呈
し
た
り
す
る
も
の
だ
が
、
景
品

を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
お
客
が
回
す
ガ
ラ
ポ
ン
の

数
値
が
上

が
っ
て
き

た
。
５
年

前
に
は
五

千
四
百
回

だ
っ
た
の

が
、
前
回

は
七
千
三

百
回
に
も

増
加
し

た
。「

海
外
旅
行
な
ど
は
旅
行
券
に
さ
れ
て
し
ま
う

が
、
地
元
の
温
泉
旅
館
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の

『
旅
館
の
夕
食
と
温
泉
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
券
』

が
意
外
に
好
評
」
と
横
山
さ
ん
。
地
域
の
お
客
に

と
っ
て
は
、
地
元
を
あ
え
て
使
う
機
会
が
少
な
い

か
ら
だ
。
同
様
に
湯
河
原
Ｂ
級
グ
ル
メ
大
会
な
ど

を
地
元
向
け
に
や
っ
て
み
た
い
と
夢
を
馳
せ
て
い

る
。

◎
自
由
に
活
動
す
る
青
年
部

こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
支
え
て
い
る
の
が
横
山

さ
ん
た
ち
の
青
年
部
だ
。
現
在
４
人
ほ
ど
だ
が
、

夏
の
イ
ベ
ン
ト
内
容
を
企
画
し
た
り
、
常
に
楽
し

く
活
動
し
て
い
る
と
い
う
。

横
山
さ
ん
が
「
好
き
な
こ
と
を
言
え
る
と
こ
ろ

が
い
い
」
と
話
す
の
に
、
村
上
会
長
は
「
う
ち
は

親
会
も
青
年
部
も
仲
が
い
い
ん
で
す
」
と
微
笑
ん

だ
。湯

河
原
町
は
、
何
は
と
も
あ
れ
観
光
で
成
り
立

つ
町
だ
。
先
代
か
ら
続
く
、
自
由
で
緩
や
か
な
明

店
街
の
繋
が
り
が
、
温
泉
で
ホ
ッ
と
一
息
つ
け
る

こ
の
街
を
よ
り
良
い
も
の
へ
と
発
展
さ
せ
て
い
こ

う
と
し
て
い
る
。

湯河原駅前通り明店街
所 在 地：湯河原町土肥1‐9‐17
会 員 数：45店
設 立 年：昭和20年頃
電話番号：0465‐63‐0055
HP：http : //meitengai.yugawara.tv/
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事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
通
常
総
会
の
お
知
ら
せ
】

（
公
社
）
商
連
か
な
が
わ
の
第
３
回
通
常
総
会

を
次
の
日
程
で
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
会
員
皆
様

が
た
に
は
別
途
通
知
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

日
時：

５
月
２３
日
（
月
）
午
後

【
商
店
街
ネ
ッ
ト
キ
ャ
ビ
ン
に
つ
い
て
】

商
連
か
な
が
わ
で
は
、
よ
り
よ
い
地
域
社
会
と

商
店
街
を
形
成
し
て
い
く
た
め
に
、
会
員
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
制
度
「
商
店
街
ネ
ッ
ト
キ
ャ
ビ
ン
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
応
募
い
た
だ
い
た

方
に
各
種
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
答
え
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
く
と
、
１
回
答
に

つ
き
５
０
０
円
相
当
の
謝
礼
を
お
渡
し
て
い
ま
す
。

昨
年
か
ら
継
続
す
る
方
も
加
え
、
各
地
区
で
新

し
い
メ
ン
バ
ー
を
募
集
中
で
す
。

ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
商
連
か
な
が
わ
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
（
電
話：

０
４
５－

６
３
３－

５
１
８
４
）

編

集

後

記

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
延

期
、
中
止
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
し
か
し
地
域
経

済
の
活
性
化
の
た
め
に
は
イ
ベ
ン
ト
も
必
要
な
も

の
で
、
皆
さ
ん
ご
判
断
に
悩
ん
で
お
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

当
会
も
、
今
後
も
商
店
街
を
取
り
巻
く
状
況
を

見
な
が
ら
、
柔
軟
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
有
料
広
告
フ
ラ
ッ
グ（
街
路
灯
バ
ナ
ー
）

掲
出
に
つ
い
て
は
、
県
道
路
管
理
課
や
、
県
都
市

整
備
課
等
、
県
警
交
通
規
制
課
と
許
可
申
請
等
に

つ
い
て
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。
理
事
会
、
総
会

等
で
進
捗
状
況
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

第17回神奈川県商業従業者
海外派遣団員募集

県と（財）はまぎん産業文化振興財団は、国際的視
野に立つ商業従業者を育成するため、県内の青年商
業従業者をヨーロッパへ派遣します。

●応募資格：４月１日現在で20歳～40歳の県内商業
従業者（卸売業、小売業、飲食業）

●派 遣 先：ヨーロッパ２カ国３都市程度
●派遣時期：11月初旬～中旬（８日間）
●参加費用：10万円（パスポート取得経費などは含

みません）
●応募締切：５月13日（金）
●募集案内配布：各市区町村の商店街連合会、商工

会議所、商工会、財団法人はまぎ
ん産業文化振興財団など

●問い合わせ先：県商業流通課
電話（045）210－5612（直通）

●ホームページ：http : //www.pref.
kanagawa.jp/cnt/f5165/p15598.html

商店街を舞台にしたミュージカル
「トランクロードのかぐや姫」が横浜で上演!

日時：６／27（月）・６／28（火）18：30開演
場所：横浜にぎわい座芸能ホール

【お問い合わせ】
ミュージカルカンパニー新生ふるきゃら

TEL：042－386－8355
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